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 アルミダイキャスト部品の研磨面の外観検査において、 外乱光の影響を受け

にくい欠陥の自動検査システムを構築することを目的とした。 加熱した部品に

ついて赤外線カメラを用いた画像の取り込み手法と欠陥抽出アルゴリズムを検

討し、 次の結果を得た。 

1. 加熱した部品の赤外線画像は、室内照明の影響を受けにくく、欠陥の判

別に利用できることが確認できた。  

2. 赤外線の検査画像を赤外線の標準画像から生成したマスクパターンを用

いて処理することによって、欠陥を分離す ることができた。  

3. 円形度のフィルタによって、欠陥と輪郭ノイズを分離することができた。  

4. 欠陥部品のサンプルを用いて平均６７秒で欠陥部分を抽出できた。 
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